
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コミュニケーションに関する 

エビデンス 

日時 

対象 

参加費無料 京都第二赤十字病院 

会場 

柿原 直樹 
コミュニケーションに関するエビデンス テーマ 

京都第二赤十字病院 緩和ケア科部⾧兼腫瘍内科部⾧ 

令和 5 年度 地域がん診療連携拠点病院 医療従事者向け研修会 

開催

日時 

講 師 

申込方法 

11 月 16 日（木）18:00～19:30 
令和 5 年 

対象 がん診療に携わる医療従事者 

○お問い合わせ先○  

京都第二赤十字病院 がん診療推進室／緩和ケアチーム TEL:075-212-6102 （受付:平日 9 時～16 時まで） 

ホームページ:https://www.kyoto2.jrc.or.jp/ 

① 専用申込フォーム （右記→） 

② 専用申込書 （裏面）  FAX：075-212-6106 

ホテルオークラ京都 ３階 金剛の間 

申込〆切:令和 5 年 11 月 13 日（月） 

専用申込フォーム 

※先着 50 名 

（受付開始:17:30～） 

※軽食をご用意しております。 

■本研修は、 
日本医師会生涯教育 1.0 単位（CC:4 医師-患者関係とコミュニケーション）を取得予定です。 

京都市中京区河原町御池 地下鉄東西線「京都市役所前駅」直結 

～終末期のコミュニケーション～ 

についておもにお話します。 ・プラセボ 

・抗がん治療中止を伝えるとき 

・予後に関するコミュニケーション 

・セデーションを始めるとき、または オピオイドをはじめるとき 

・死が差し迫っているとき、または 臨終の間際   などを予定しております。 

 


